
福知山線脱線事故から 4 月 25 日で 16 年となりました。事故があった事実、ご遺

族の心の傷は消えません。JR 東日本においても、羽越線脱線事故をはじめ多くの事故･

事象がこれまでありました。 

JR 東労組は、「命」を絶対的価値基軸とし、組合員、鉄道･バス利用者の「命」を守るた

めに語り継いでいくことが重要だと考えます。「ハチドリのひとしずく」という言葉があり

ます。 南米のアンデス地方に伝わるお話で、山火事が起き、森の生きものたちは我先にと

逃げていきました。 しかし、1 匹のハチドリだけは逃げず、ハチドリはくちばしで水のしず

くを一滴ずつ運んで火の上に落としていきました。 

今、私たちにできる事は、コロナ禍において、多くの不安を抱えながら日々業務を担っ

ていますが、コロナ対策をしっかりと行い、コツコツと安全輸送を確保すること＝命を守

るということです！ 

不安なことがあれば JR 東労組の仲間に相談してください。 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ福知山線脱線事故から１６年 

107名の命を奪った事故を絶対に忘れない！ 
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事故を風化させず、鉄道で働く労働者として、 

安全で安心な輸送を提供していこう！ 

輸送障害・列車妨害が多発しています。 

命を守るために、報告・連絡・相談を！ 


